
会議名称 令和８年度　県立山北高等学校　第１回　学校運営協議会

開催日時 令和8年　6月　29日（月）　15時30分～１６時５５分

開催場所 山北高等学校　A棟１階第１応接室

出席者 有識者、関係行政機関の職員、地域住民、保護者、当該県立学校長と職員

会議資料

１　学校案内・部活動の取組			
２　令和８年度（2026年度）学校要覧
３　令和８年度（2026年度）進路の手引き
４　山北高等学校の探究
５　私費会計令和７年度決算報告及び令和８年度予算概要案
６　神奈川県「教育に関する意識調査」への協力のお願い
７　神奈川県立高校の教員の業務量管理・健康確保措置実施計画

【次第５：協議】
（１）学校経営方針について（校長より）
※資料2
・教育方針の「着実に努力」に加え、集会等で生徒には凡事徹底ができるよう呼び掛けている。
・探究については着実に進歩している。二灯流のもう一つであるスポーツの山北をさらに推進したい。
・2年生からのスポーツ系クラスは現在35人だが、定員減に応じたクラス人数にする予定。
・今年度の運動部の関東大会出場部活動は現段階でないが、文化部では写真部が江の島鎌倉写真コンテストに入
賞するなど活躍している。
・今年度より、部活動体験会を発展させ、山北高校スポーツフェスティバルを実施する。
・体育祭を復活させ、12月に実施予定。
・体育館引き渡し延期に伴い卒業式は松田町生涯学習センターで行う。
（２）「神奈川県立高校の教員の業務量管理・健康確保措置実施計画」の策定と今後の取組について（校長より）
・すぐーるが全県的に導入され、異動の際も慣れたシステムを使うことができる。
・週当たりの部活動の活動時間は11時間程度という県の取り組みは、部活動が盛んな本校では難しい点もあるが、
努力をしている。
（３）学校教育計画及び学校評価報告書について（各グループより）
※資料2、3
○教育課程、学習指導について（学習支援グループより）
・授業ではその場では理解しているが、それを定着につなげることが課題である。
○生徒指導・支援について（生活支援グループ・生徒会指導グループより）
・追い出し指導で授業前に教室に入るよう指導している。
・現時点で生徒指導案件も出てきている。
・警察による非行防止教室を行うなど、規範意識を高める指導をしている。
・生徒会を中心として生徒が主になって活動できるような指導をしている。
○進路指導・支援について（キャリア教育グループより）
・ミスマッチを減らすような取り組みをしている。進路希望では就職希望が増えてきている。
○地域等との協働について（広報連携グループより）
・3年生が探究の授業を通して地域とかかわりを持つようになってきた。
○学校管理、学校運営について（総務グループ、副校長より）
・オフィス改善以降の書類の整理にくわえ、デジタルデータの整理に取り組みたい。
・働き方改革のひとつとして、すぐーるの活用を推進する。
・サポートドックのプッシュ型面談をていねいに行っていく。
・残業時間45時間、部活動週当たり11時間の取り組みを進める。
・すぐーるの活用や会議のICT化を進め、業務量管理に取り組む。
（４）県指定事業について（広報連携グループより）
※資料4
・探究の活動の中で、山北町の木を使った文化祭のアーチ、ベンチ作りを計画している。
・学年の縦のつながりができるようにしたい。

神奈川県立山北高等学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

議事録



（５）私費会計令和7年度決算報告及び令和8年度予算概要案について（副校長より）
※資料5
・令和7年度生徒会費決算の雑収入のほとんどが文化祭の売上金である。
・1学年予算には教科書代を含み、教育活動援助費予算には体育館改修に伴う交通費補助を含む。
・各予算とも生徒減に対応している。
（６）委員から意見聴取
○有識者より
・スポーツフェスティバルに期待している。
・探究活動では、山北高校があることでの山北町の魅力を考えられないか。
○関係行政機関の職員より
・学校説明会での「スポーツの山北」をもっとPRした方がよい。
・今後も河村小学校と山北高校の交流を続けていきたい。
○地域住民より
・山北中学校からの山北高校への進学者は何人か。
➡令和8年度は6名である。
○校長より
・中学生の私学希望者は多いか。
➡山北中学校では公立志向が強い。

議事録


